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拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

拡張情報 「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.170）・・・P1 「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P6 
 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.170） 

・柱の脚部における鉛直ブレースの取り付き位置を梁天端にできるようにしました。 

これまで、鉛直ブレースが柱の脚部に取り付く際のモデル化は基礎梁の構造心位置に取り付くモデルとしていました。「BUILD.一貫Ⅴ」Ver.2.170

で柱の脚部における鉛直ブレースの取り付き位置を梁天端にできるようにし、より実状にあったモデルで応力解析できるようになりました。 

今回は、「鉛直ブレースが基礎梁の構造心位置に取り付くモデル」と「鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付くモデル」を比較して、応力解析結果や

断面計算結果にどの程度影響を及ぼすかを検証していきます。 

 
 

     

 

【鉛直ブレースが基礎梁の構造心位置に取り付くモデル】 【鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付くモデル】 

 

比較 

解析モデルの基礎梁天端位置に 
節点を自動的に生成し、柱および
ブレースを取り付けます。 

 

 

2019年 2月号 
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・柱の脚部における鉛直ブレースの取り付き位置の指定方法 

対話入力では、「基本形状・構造種別」ツリーをクリックします。右側に形状や構造種別に関するパネルが表示されます。そのパネルの中の画面下部

に「柱の脚部における鉛直ブレースの取り付き位置」を指定する項目がありますので、ここで指定します。 

       

［構造心］を選択すると 
「鉛直ブレースが基礎梁の構造心位置に取り付くモデル」となり、 
［梁天端］を選択すると 
「鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付くモデル」となります。 

 

一括入力では、建物データの［BASB］で指定します。 

BASB   1 

BASB   2 

［1］と入力すると 
「鉛直ブレースが基礎梁の構造心位置に取り付くモデル」となり、 
［2］と入力すると 
「鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付くモデル」となります。 

 

 

・鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付く解析モデルの説明 

基礎梁天端にブレースが取り付く柱は、取り付き位置を境に柱を上下に分割した解析モデルを生成します。下側の柱について全長を剛域長とすると

可とう長さがゼロになる柱要素ができてしまうため、下側の柱の剛性を 1000倍して計算します。 

 

分割柱②の剛域をなくし、 
剛性を 1000倍に置き換 
えて計算する。 

柱を分割した結果、 
分割柱②の可とう長さ 
がゼロになった。 

分割柱① 

分割柱② 

分割柱① 

分割柱② 
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・応力解析結果の応力図・変位図の比較 

応力図と変位図の比較は、以下の通りです。 

 

 

 

 

▲変位図 

【鉛直ブレースが基礎梁の構造心位置に取り付くモデル】 

▲応力図 

    

 

 

 

 

▲変位図 

【鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付くモデル】 

 

▲応力図 
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・柱の断面計算結果の比較 

柱の断面計算結果の比較は、以下の通りです。 

 

 
【鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付くモデル】 

 

【鉛直ブレースが基礎梁の構造心位置に取り付くモデル】 

階名に[#]を付記
します。 

部材長が短くな
ります。 

比較 

許容圧縮応力度
計算時の fc は、
細長比λとして 
λxとλyの厳しい
方を採用するた
め、例題ではモデ
ル化による値の
違いはありませ
ん。 
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・ブレースの断面計算結果の比較 

ブレースの断面計算結果の比較は、以下の通りです。 

 

              

【鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付くモデル】 

 

【鉛直ブレースが基礎梁の構造心位置に取り付くモデル】 

部材長が短く 
なります。 

許容圧縮応力
度計算時の fc
は、大きくな
ります。 

比較 

 

 
以下は、検定比図による比較です。 

 

 

 

 

【鉛直ブレースが基礎梁の構造心位置に取り付くモデル】 

 

【鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付くモデル】 

 

 

・まとめ 

今回の物件では、「鉛直ブレースが基礎梁の構造心位置に取り付くモデル」と「鉛直ブレースが基礎梁天端に取り付くモデル」とを比

較して、基礎梁の曲げモーメントとせん断力が若干変わる場合があるものの、検討結果への影響はあまり大きくありませんでした。 

これは、基礎梁の梁せいは大きいため許容曲げ耐力も大きくとれ、基礎梁の検定比への影響があまり大きく出ないためです。ただし、

基礎梁の梁せいが大きい場合はブレース長に影響が出ますし、モデルの違いによる影響は物件によりますので、最終的には設計者の判

断でどちらのモデルとするかを決めて下さい。  



今月のイチオシ（2019年 2月号）  
 

 

6 / 6 

 

 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：柱量・壁量の検定に重要度係数が反映されていることを説明するように指摘された 

Ｑ．官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説に準じる為に、許容応力度計算データの[ＳＰＣ１]（特殊条件）の入力を行い、重要度係数

を 1.25 としました。役所より、柱量・壁量の検定に重要度係数 1.25 が反映されていることを説明するよう指摘を受けました。どのように説明す

ればよいか教えて下さい。 

 
A．計算書の「柱量・壁量」に「I：重要度係数」に入力した値を出力しています。また、「Z・Ai・ΣWi・I」の値は、重要度係数を考慮した値を出力し

ており、その右側に出力している(1)式および(2)式の検定にも考慮しています。 

例えば、以下の出力例の 1F階の場合、「建物重量・設計用せん断力」に出力された値で計算すると、Z・Ai・ΣWi＝1.0×1.0×18574＝

18574 ですが、「柱量・壁量」の「Z・Ai・ΣWi・I」の値は、重要度係数を考慮して、18574×1.25＝23217 の値となります。 

【出力例】 

 
 

 
 

 

 
※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を 130件以上、通常の Q&A を 3200件以上掲載していま

すので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html
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